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題
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①

第
二
九
回
漁
業
経
済
学
会
開
催
さ
る

総
会
議
事
(
抄
録
)

在
京
理
事
会
報
告

事
務
局
通
信

漁
場
利
用
論
議
と
実
践
的
課
題

漁
場
と
い
う
も
の
を
労
働
対
象
で
あ
る
資
源
生
物

側
か
ら
な
が
め
て
い
た
私
も
､
沿
岸
漁
村
に
お
け
る

生
産
手
段
の
高
度
化
･
漁
獲
強
度
の
増
大
化
と
魚
類

資
漁
の
衰
退
化
を
み
る
に
お
よ
ん
で
'
い
さ
さ
か
沿

岸
に
お
け
る
漁
場
利
用
の
あ
り
方
を
考
え
ざ
る
を
え

な
い
と
こ
ろ
へ
お
い
こ
ま
れ
て
き
て
い
ま
し
た
｡

漁
場
の
生
産
力
を
維
持
発
展
(
漁
場
環
境
の
保
護

と
生
物
種
の
再
生
産
力
の
維
持
)
　
さ
せ
な
が
ら
'
漁

業
生
産
を
持
続
(
漁
民
の
再
生
産
力
の
保
持
)
　
さ
せ

る
こ
と
の
論
理
は
理
解
で
き
て
も
'
現
実
に
は
な
か

な
か
そ
の
よ
う
に
は
展
開
し
え
ま
せ
ん
｡
そ
の
意
味

で
｢
漁
場
利
用
の
経
済
的
諸
問
題
｣
の
テ
ー
マ
に
心

動
か
さ
れ
'
｢
展
望
｣
を
求
め
る
べ
く
大
会
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
｡

毎
年
開
か
れ
る
全
国
漁
村
青
壮
年
活
動
実
機
発
表

大
会
な
ど
を
な
が
め
て
い
る
と
'
近
年
､
各
地
に

｢
資
源
管
理
･
漁
業
管
理
｣
を
め
ざ
し
た
す
ぐ
れ
た

漁
場
利
用
の
実
践
事
例
が
多
-
み
ら
れ
る
よ
う
に
な

二

　

平

　

　

　

章

っ
て
き
て
い
ま
す
｡
し
か
し
な
が
ら
､
こ
れ
ら
の
事

例
(
発
表
大
会
以
外
に
も
多
-
み
ら
れ
る
)
の
歴
史

的
経
過
'
成
立
条
件
等
を
ふ
く
め
た
｢
経
済
的
諸
問

題
｣
に
つ
い
て
は
研
究
者
側
か
ら
の
充
分
な
分
析
が

な
さ
れ
て
い
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
｡
生
物
研
究
者
が

数
多
く
の
研
究
対
象
生
物
を
手
に
と
る
こ
と
か
ら
研

究
が
ス
タ
ー
ト
す
る
よ
う
に
､
経
済
研
究
に
お
い
て

も
'
豊
富
な
事
例
(
現
象
)
分
析
の
上
に
､
そ
の
後

の
総
合
化
の
作
業
が
進
展
す
る
の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
｡

共
同
漁
業
権
の
単
有
漁
場
に
お
い
て
､
主
な
員
頬

を
中
心
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
漁
業
管
理
や
区
画

漁
業
権
の
も
と
で
の
養
殖
漁
業
の
管
理
か
ら
'
数
量

変
動
単
位
で
あ
る
一
系
統
群
だ
け
を
と
り
あ
げ
て
も

そ
の
生
活
領
域
が
複
数
漁
協
､
複
数
県
に
わ
た
る
広

範
囲
な
も
の
に
な
る
魚
類
な
ど
の
漁
業
管
理
へ
と
ど

の
よ
う
に
展
開
し
て
い
-
の
か
(
さ
せ
て
い
-
の
か
)

､
そ
し
て
そ
の
条
件
あ
る
い
は
経
済
法
則
は
ど
の
よ

う
な
も
の
で
あ
る
の
か
､
こ
れ
が
今
日
的
'
実
践
的

課
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
｡
そ

し
て
こ
の
課
題
は
'
単
に
狭
い
意
味
で
の
経
済
学
の

範
囲
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
'
漁
協
論
'
資
源
論
､

漁
員
漁
法
学
な
ど
の
総
合
的
見
地
か
ら
と
り
組
ま
れ

る
べ
き
だ
と
思
わ
れ
ま
す
｡

そ
し
て
｢
資
漁
管
理
･
漁
業
管
理
と
い
っ
て
も
'

具
体
的
な
例
と
し
て
は
貝
類
だ
け
で
は
な
い
の
か
｡

も
っ
と
問
題
と
な
る
魚
頑
に
お
い
て
は
そ
う
は
簡
単

に
は
い
か
な
い
o
｣
と
言
う
漁
業
関
係
者
ら
の
声
に

答
え
て
い
-
た
め
に
も
､
実
践
か
ら
遊
離
す
る
こ
と

な
く
具
体
的
'
現
実
的
課
題
か
ら
､
｢
法
則
｣
を
明

ら
か
に
し
'
｢
政
策
｣
を
立
案
し
て
い
く
こ
と
で
､

●

●

●

■

●

彼
ら
の
実
践
の
武
器
を
作
り
上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
時
期
に
き
て
い
る
と
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
｡
経
済
学
の
内
外
漢
で
l
介
の
｢
生
物
屋
｣
で
あ
る

の
で
'
大
会
で
の
論
議
を
充
分
理
解
す
る
だ
け
の
能

力
に
欠
け
て
お
り
ま
し
た
が
'
今
後
と
も
種
々
お
教

え
を
い
た
だ
く
こ
と
を
お
痛
い
し
て
'
私
の
雑
感
を

記
し
て
み
ま
し
た
｡
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第
二
九
回
　
漁
業
経
済
学
会
大
会

開
催
さ
れ
る

五
月
二
八
日
二
元
日
の
両
日
に
わ
た
っ
て
､
東

京
水
産
大
学
に
お
い
て
､
第
二
九
回
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
｡

今
大
会
は
､
第
一
日
目
に
八
題
の
一
般
報
告
が
な

さ
れ
'
第
二
日
目
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　
｢
漁
場
利
用
の

経
済
的
諸
問
題
｣
と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
行
わ
れ

ま
し
た
｡
参
加
者
は
'
六
〇
余
名
に
及
び
活
発
な
論

議
が
か
わ
さ
れ
ま
し
た
｡

な
お
'
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
､
次
の
と
お
り
で
す
｡

一
般
報
告

7
.
幕
末
期
の
鮪
台
網
経
営

-
奥
能
登
内
浦
に
お
い
て
-

伊
藤
康
宏
(
京
都
大
学
)

二
､
南
方
採
員
業
の
史
的
展
開

片
岡
千
賀
之
(
鹿
児
島
大
学
)

三
'
水
産
高
校
の
現
状
と
カ
-
キ
ュ
ラ
ム
問
題

田
中
豊
治
(
二
1
世
紀
問
題
研
)

四
､
F
C
M
A
以
後
の
ア
メ
リ
カ
の
漁
業
問
題
に

関
す
る
1
考
察

-
入
漁
制
限
と
自
由
基
準
-

松
田
恵
明
(
鹿
児
島
大
学
)

五
'
最
近
に
お
け
る
養
殖
ハ
マ
チ
の
消
費
者
需
要

動
向
に
つ
い
て
山
本
忠
(
日
本
大
学
)

村
上
陽
子
(
食
品
需
給
セ
ン
タ
ー
)

六
'
養
殖
漁
家
の
｢
自
立
｣
と
漁
民
層
分
解

志
村
賢
男
(
広
島
大
学
)

七
'
中
型
イ
カ
釣
り
漁
業
の
生
産
力
展
開
と
現
段

階
に
お
け
る
課
題

宮
沢
晴
彦
(
北
海
道
大
学
)

八
'
ス
ル
メ
イ
カ
類
の
需
給
お
よ
び
流
通
構
造
と

そ
の
特
質
中
居
裕
(
政
治
経
済
研
)

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

テ
ー
マ
　
漁
場
利
用
の
経
済
的
諸
問
題

I
 
t
　
漁
場
利
用
の
経
済
的
諸
問
題

-
分
析
基
軸
　
-

高
山
隆
三
　
(
慶
応
大
学
)

二
､
沿
岸
域
に
お
け
る
漁
場
利
用
の
構
造

米
E
B
 
l
二
三
　
(
水
産
経
営
技
術
研
)

三
'
日
本
養
殖
業
の
諸
問
題

満
城
晋
一
(
三
重
大
学
)

四
､
漁
場
利
用
の
地
代
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ

堀
口
健
治
(
東
京
農
業
大
学
)

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
　
　
倉
田
　
亨

長
谷
川
彰

志
村
祭
男

五
'
総
合
討
論

司
会

小
野
征
一
郎

廉
吉
勝
治

◎
籍
会
議
事
(
抄
録
)

1
.
昭
和
五
六
年
度
事
業
報
告

活
動
報
告
､
会
誌
発
行
'
短
信
発
行
等

二
'
昭
和
五
六
年
度
決
算
報
告
､
同
監
査
報
告
承

認
(
別
掲
-
参
照
)

三
､
昭
和
五
七
年
度
予
算
案
承
認
(
別
掲
2
参
照
)

四
､
昭
和
五
七
年
度
事
業
計
画
案
の
承
認

昭
和
五
八
年
の
大
会
は
､
三
〇
回
目
に
あ
た

る
の
で
記
念
大
会
と
す
る
方
向
で
検
討
'
開

催
場
所
は
'
東
京
お
よ
び
そ
の
周
辺
で
考
え

る
｡
会
誌
の
発
行
へ
　
短
信
の
発
行
計
画
等
｡

五
､
学
会
賞
選
考
委
員
会
報
お
よ
び
覚
状
授
与

昭
和
五
六
年
度
学
会
賞

｡
学
会
賞
　
田
中
豊
治
｢
水
産
物
流
通
の
地

理
学
的
研
究
｣
　
成
文
堂

｡
奨
励
賞
　
片
岡
千
賀
之

長
谷
川
健
二

｢
漁
業
経
済
学
会
誌
お
よ
び
学

会
発
表
の
一
連
の
業
績
に
つ
い

て
｣

六
､
学
会
賞
選
考
委
員
会
委
員
改
選

学
会
賞
選
考
規
程
に
従
い
'
学
会
賞
選
考
委

員
を
選
出
し
た
o
　
　
(
順
不
同
)



別掲1昭和56年度決算報告(昭和56年4月～57年3月) 

1.収入の郡2.支出の部 

科目 剽¥算 剏�Z 刮ﾈ目 冰ﾈ蠅�佇亥｢���

会費 �1,100,000 �937,500 刮�処��� ��ﾃ���ﾃ����涛ヲﾃ�sR�

ボーナスカンパ �150,000 �213,000 剪ﾊ信発送費 �3��ﾃ������cBﾃ##��

金誌売上 �150,000 �459,760 剋末ｱ局費 ����ﾃ����鼎づ#3R�

大会関係収入 凵ｦ※※ �136,000 刮�c費 �#�ﾃ�����#ゅ�sR�

寄付金 �50,000 �320,000 剔蜑�o費 ��S�ﾃ�����##bﾃCCb�

雑収入 �50,000 �43,950 剳薗S金 塔�ﾃ����鼎"ﾃc���

前期繰越 �1,580,648 �1,580,648 剏o費 繰越金 �3�ﾃ����c��ﾃcC��免ﾂﾃ#���"ﾃ���ﾃ��r�

合計 �3,080,648 �3,690,858 剽ﾟ.計 �2ﾃ���ﾃcC���2ﾃc��ﾃゴ��

3.財産目録(1982年3月31日現在)4.特別会計 

郵便貯金1,466,566】定額貯金1500,000 

振替■口座13,956 

銀行預金681,468 

小切手17,500 

現金1,517 

合計2,181,007 別掲2昭和57年予算 

1.収入の部2.支出の部 

科目 剽¥算 刮ﾈ目 劔uﾈ蠅���

会費 �1,100,000 刮�処��� 剴�ﾃS��ﾃ����

ボーナスカンノヾ �100,000 剪ﾊ信発送費 剴#S�ﾃ����

金誌売上 �150,000 剋末ｱ局費 剴#��ﾃ����

大会関係収入 �120,000 刮�c費 剴3�ﾃ����

寄付金 �150,000 剔蜑�o費 剴#��ﾃ����

雑収入 �50,000 剳薗S金 剴��ﾃ����

前期繰越 �2,181,007 剋G費 繰越金 剴3�ﾃ�����ﾃSS�ﾃ��r�

合計 �3,851,007 剄㈹v 剴2ﾃゴ�ﾃ��r�

-3-
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七
､
そ
の
他

学
会
誌
に
英
文
の
レ
ジ
メ
を
掲
載
し
た
い
人

は
受
付
け
る
Q

◎
在
京
理
事
会
報
告
(
十
月
六
日
)

一
､
三
〇
回
大
会
の
も
ち
か
た
に
つ
い
て

漁
業
経
済
学
会
の
大
会
が
､
三
〇
回
を
迎
え

る
に
あ
た
っ
て
'
今
後
の
研
究
の
展
開
の
礎

石
と
し
て
'
次
の
よ
う
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
､

特
別
講
演
'
座
談
会
を
企
画
し
'
準
備
を
進

め
る
｡

｡
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　
｢
漁
業
制
度
改
革
の
現
代

的
意
義
1
理
念
･
成
果
･
課
題
-
｣

｡
特
別
講
演
会
　
｢
漁
業
制
度
改
革
と
私
｣

｡
座
談
会
｢
漁
業
経
済
学
会
の
設
立
と
今
後
へ

の
課
題
(
仮
題
)
｣

な
お
､
座
談
会
に
つ
い
て
は
'
十
二
月
頃
開

催
し
'
短
信
に
掲
載
す
る
｡

二
､
大
会
の
開
催
地
お
よ
び
日
程

｡
開
催
場
所
　
東
京
水
産
大
学

｡
日
程
　
五
月
二
七
日
(
金
)
～
二
九
日
(
日
)

三
､
常
任
理
事
の
役
割
分
担
の
一
部
変
更

大
海
原
氏
の
帰
国
'
坂
口
氏
の
海
外
留
学
に

と
も
な
い
'
役
割
分
担
の
1
部
を
変
更
す
る
｡

総
務
　
　
大
海
原
　
宏

科
研
費
　
加
瀬
　
和
俊

◎
新
入
会
員
の
紹
介
(
敬
称
略
)

杉
本
　
正
志

坪
井
　
守
夫

宮
崎
　
隆
志

酒
井
　
俊
二

的
矢
湾
養
蛎
研
究
所

東
海
区
水
産
研
究
所

北
海
道
大
学
大
学
院

気
象
庁

◎
事
務
局
通
信

二
　
ボ
ー
ナ
ス
カ
ン
パ
に
つ
い
て

十
二
月
に
入
り
ま
し
た
ら
'
連
絡
し
ま
す
が
､

例
年
ど
お
り
'
ボ
ー
ナ
ス
･
カ
ン
パ
を
行
い

ま
す
｡
会
員
各
位
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
｡

二
､
寄
贈
図
書
文
献

学
会
事
務
局
に
､
左
記
の
図
書
｡
文
献
が

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
｡
御
礼
と
と
も
に
報
告

し
ま
す
｡

｡
高
橋
　
伊
一
郎
編
｢
輸
入
農
水
産
-
輸
入

制
度
と
国
内
流
通
-
｣
農
林
統
計
協
会

(
浦
城
　
晋
1
氏
寄
贈
)

｡
中
村
勝
男
箸
｢
熊
野
漁
民
原
発
海
戦
記
｣

技
術
と
人
間

(
s
O
s
運
動
本
部
寄
贈
)

｡
東
海
区
水
産
研
究
所
｢
研
究
報
告
｣

1
〇
六
号
'
一
〇
七
号

｡
東
海
区
水
産
研
究
所
｢
さ
か
な
｣
二
八
号

(
以
上
東
海
区
水
産
研
究
所
寄
贈
)

｡
水
産
庁
資
料
館
｢
水
産
資
料
四
季
報
｣
二
九
巻

l

･

二

号

(
水
産
庁
資
料
館
寄
贈
)

｡
広
島
修
道
大
学
フ
ィ
リ
ピ
ン
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
編
｢
日
本
｡
フ
ィ
-
ピ
ン
内
海
地
域
の
比
較

調
査
報
告
～
特
に
広
島
県
と
パ
ナ
イ
島
を
中
心

に
し
て
-
｣(
広
島
修
道
大
学
総
合
研
究
所
寄
贈
)

｡
田
中
紀
男
｢
共
同
漁
業
権
消
滅
補
償
の
被
祐
償

者
-
補
償
金
配
分
に
関
す
る
二
つ
の
判
例
-
｣

鹿
児
島
大
学
水
産
学
部
紀
要

(
田
中
　
紀
男
氏
寄
贈
)

o
大
喜
多
甫
文
｢
神
島
に
お
け
る
社
会
経
済
構
造

と
そ
の
変
化
｣
　
島
し
ょ
｡
半
島
の
歴
史
地
理

(
大
喜
多
甫
文
民
寄
贈
)


